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V70a 那須大型干渉計の制御システムの完成とその赤外線巨大鏡への応用
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那須の２０ｍφ×８台電波干渉計の駆動系制御システムを構築した。８台の２０mφの主鏡は地面に固定され
た球面鏡であり、球面収差を打ち消して天頂から５°の方向を向くビームを形成する副鏡と、最終焦点で電波を
同位相で受けるホーンアンテナの各８個が Az軸の回りに回転する。このようなシンプルで駆動部の小さい構成
をとることにより、通常のアンテナの１/10以下のコストでVLAやウェスターボークと並ぶ大集光力の干渉計が
実現できた。観測領域は３２°≦δ≦４２°に限られるが、宇宙原理を考えれば限られた領域を高感度で、繰り
返しサーベイする意義は計り知れない。

各副鏡をAz軸の回りに回転させる３相２００Ｖの電源は、単相２００V入力のインバータによって得られる。
これら８台のインバータは４台のPCによって制御される。また８台のホーンもAz軸の回りに回転し、同じ４台
の BOX PCで制御される。各 BOX PCは相当する２個の副鏡、および２個のホーンの角度を読み出し、モータ
の正反方向への駆動、指定角度と現在の角度の差の計算などを行い、指示のAz角に副鏡とホーンを設定する。東
西基線長は最大で１６０ｍあり、通信には長距離でもエラーの少ないRS４８５規格を用いた。４台の BOX PC
は、観測室のmain PCからこのケ－ ブルを通してコントロールする。このシステムにより観測の自動化が可能
になった。このシンプルな構成は、IRバンドにおける３０ｍφ～１００ｍφクラスの大集光鏡の建設を可能にす
る。（Sawano,A., Okubo,R., et al“ Spherical Dish Huge array from Radio to IR” ,Large Telescope and Virtual
Observatory Vision For the Future, JD08, IAU XXV General Assembly Sydney, Australia July 13-26,2003）


